
桃花源記

名前（　　　　　　　　　　） 日づけ（　　／　　） できた数（　　　／28）

使い方　書き下し文を声に出して読んでから、傍線の番号を手がかりに解きます。山は「遠近を忘る」「豁然として開朗なり」「黄

髪垂髫」の意味、「便ち」「乃ち」、「無論」と「〜に足らず」。本文は冒頭から「外人の為に道ふに足らざるなり」まで（結びは語注

にあらすじ）。

あらすじ＝晋の太元年間、武陵の漁師が谷川をさかのぼって桃の花の林に行き当たり、山の小さな穴をくぐると、人々がなごやか

に暮らす村があった。村の人は、先祖が秦の戦乱を避けて来て以来外の世界とへだたり、漢の王朝さえ知らなかった。漁師は数日

もてなされて村を去るとき、「外の世界の人に話すほどのことではない」と告げられる。

一
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

晋
（
し
ん
）
の
太
元
（
た
い
げ
ん
）
中
（
ち
ゆ
う
）
、
武
陵
（
ぶ
り
よ
う
）
の
人
（
ひ
と
）
魚
（
う
を
）
を
捕
（
と
）
ら
ふ
る
を
業
（
げ
ふ
）
と
為

（
な
）
す
。
渓
（
け
い
）
に
縁
（
よ
）
り
て
行
（
ゆ
）
き
、
①

路
（
み
ち
）
の
遠
近
（
を
ん
き
ん
）
を
忘
（
わ
す
）
る
。
忽
（
た
ち
ま
）
ち
桃
花

（
た
う
く
わ
）
の
林
に
逢
（
あ
）
ふ
。
岸
を
夾
（
は
さ
）
む
こ
と
数
百
歩
、
中
（
な
か
）
に
雑
樹
（
ざ
つ
じ
ゆ
）
無
く
、
芳
草
（
は
う
さ
う
）
鮮
美

に
し
て
、
落
英
（
ら
く
え
い
）
繽
紛
（
ひ
ん
ぷ
ん
）
た
り
。
漁
人
（
ぎ
よ
じ
ん
）
甚
（
は
な
は
）
だ
②

之
（
こ
れ
）
を
異
（
あ
や
）
し
む
。
復

（
ま
）
た
前
（
す
す
）
み
行
き
て
、
③

其
（
そ
）
の
林
（
は
や
し
）
を
窮
（
き
は
）
め
ん
と
欲
（
ほ
つ
）
す
。
林
水
源
に
尽
（
つ
）
き
、
便
（
す
な

は
）
ち
一
山
を
得
（
う
）
。
山
に
小
口
（
せ
う
こ
う
）
有
り
、
髣
髴
（
は
う
ふ
つ
）
と
し
て
光
有
る
が
ご
と
し
。
④

便
（
す
な
は
）
ち
船
（
ふ
ね
）

を
舎
（
す
）
て
、
口
よ
り
入
（
い
）
る
。
初
め
は
極
（
き
は
）
め
て
狭
く
、
⑤

纔
（
わ
づ
）
か
に
人
（
ひ
と
）
を
通
（
つ
う
）
ず
る
の
み
。
復
た
行

く
こ
と
数
十
歩
、
⑥

豁
然
（
く
わ
つ
ぜ
ん
）
と
し
て
開
朗
（
か
い
ら
う
）
な
り
。
土
地
は
平
曠
（
へ
い
く
わ
う
）
に
し
て
、
屋
舎
（
を
く
し
や
）
儼

然
（
げ
ん
ぜ
ん
）
た
り
。
良
田
（
り
や
う
で
ん
）
美
池
（
び
ち
）
桑
竹
（
さ
う
ち
く
）
の
属
有
り
。
阡
陌
（
せ
ん
ぱ
く
）
交
（
こ
も
ご
も
）
通
じ
、

鶏
犬
（
け
い
け
ん
）
相
（
あ
ひ
）
聞
（
き
こ
）
ゆ
。
其
の
中
に
往
来
（
わ
う
ら
い
）
し
種
作
（
し
ゆ
さ
く
）
す
る
男
女
（
だ
ん
ぢ
よ
）
の
衣
著
（
い

ち
や
く
）
は
、
悉
（
こ
と
ご
と
）
く
外
人
（
ぐ
わ
い
じ
ん
）
の
ご
と
し
。
⑦

黄
髪
（
く
わ
う
は
つ
）
垂
髫
（
す
い
て
う
）
、
⑧

並
（
な
ら
）
び
に
怡
然

（
い
ぜ
ん
）
と
し
て
自
（
み
づ
か
）
ら
楽
（
た
の
）
し
む
。
漁
人
を
見
て
、
乃
（
す
な
は
）
ち
大
（
お
ほ
）
い
に
驚
き
、
従
（
よ
）
り
て
来
（
き
）

た
る
所
を
問
ふ
。
⑨

具
（
つ
ぶ
さ
）
に
之
（
こ
れ
）
に
答
（
こ
た
）
ふ
。
⑩

便
（
す
な
は
）
ち
要
（
む
か
）
へ
て
家
（
い
へ
）
に
還
（
か
へ
）
り
、

酒
を
設
（
ま
う
）
け
鶏
（
に
は
と
り
）
を
殺
し
て
食
（
し
よ
く
）
を
作
る
。
村
中
（
そ
ん
ち
ゆ
う
）
此
の
人
有
る
を
聞
き
、
咸
（
み
な
）
来
た
り
て

問
訊
（
も
ん
じ
ん
）
す
。
自
（
み
づ
か
）
ら
云
ふ
、
「
⑪

先
世
（
せ
ん
せ
い
）
秦
（
し
ん
）
の
時
の
乱
を
避
（
さ
）
け
、
妻
子
（
さ
い
し
）
邑
人

（
い
ふ
じ
ん
）
を
率
（
ひ
き
）
ゐ
て
此
の
絶
境
（
ぜ
つ
き
や
う
）
に
来
た
り
、
復
た
出
（
い
）
で
ず
。
遂
（
つ
ひ
）
に
外
人
と
間
隔
す
」
と
。
⑫

今

（
い
ま
）
は
是
（
こ
）
れ
何
（
い
づ
）
れ
の
世
（
よ
）
な
る
か
と
問
（
と
）
ふ
。
⑬

乃
（
す
な
は
）
ち
漢
（
か
ん
）
有
る
を
知
ら
ず
、
⑭

魏
晋
（
ぎ

し
ん
）
を
論
（
ろ
ん
）
ず
る
無
（
な
）
し
。
此
の
人
（
ひ
と
）
一
一
（
い
ち
い
ち
）
為
（
た
め
）
に
具
（
つ
ぶ
さ
）
に
聞
く
所
を
言
ふ
。
皆
（
み

な
）
歎
惋
（
た
ん
わ
ん
）
す
。
余
人
（
よ
じ
ん
）
各
（
お
の
お
の
）
復
た
延
（
ひ
）
き
て
其
の
家
に
至
ら
し
め
、
皆
（
み
な
）
酒
食
（
し
ゆ
し
よ

く
）
を
出
（
い
）
だ
す
。
停
（
と
ど
）
ま
る
こ
と
数
日
（
す
う
じ
つ
）
、
辞
去
（
じ
き
よ
）
す
。
此
の
中
の
人
（
ひ
と
）
語
（
つ
）
げ
て
云
ふ
、
「
⑮

外
人
（
ぐ
わ
い
じ
ん
）
の
為
（
た
め
）
に
道
（
い
）
ふ
に
足
（
た
）
ら
ざ
る
な
り
」
と
。

語
注
　
晋＝

東
晋
。
「
太
元
」
は
そ
の
年
号
。
　
武
陵＝

郡
の
名
。
今
の
湖
南
省
の
あ
た
り
。
　
渓＝
谷
川
。
　
雑
樹＝

ほ
か
の
木
。
　
落
英＝

散
る
花
び
ら
。
　
繽
紛＝

入
り
乱
れ
る
さ
ま
。
　
髣
髴＝

か
す
か
に
。

儼
然＝

き
ち
ん
と
整
う
さ
ま
。
　
阡
陌＝

田
畑
の
あ
ぜ
道
。
　
衣
著＝

服
装
。
　
問
訊＝

あ
れ
こ
れ
た
ず
ね
る
こ
と
。
　
邑
人＝

村
の
人
々
。
　
絶
境＝

世
間
か
ら
遠
く
離
れ
た
土
地
。
　
歎
惋＝

た
め
息
を
つ
い
て

嘆
く
こ
と
。
　
延
く＝

招
く
。
　
※
原
典
に
は
「
舎
」
を
「
捨
」
に
作
る
本
も
多
く
、
「
著
」
を
「
着
」
に
作
る
本
も
あ
る
（
意
味
は
同
じ
）
。
「
便
要
還
家
」
の
後
に
「
為
」
が
あ
る
本
も
あ
る
。
　
※
「
悉
く
外

人
の
ご
と
し
」
は
「
外
の
世
界
の
人
と
同
じ
」
と
す
る
説
と
「
よ
そ
の
国
の
人
の
よ
う
」
と
す
る
説
が
あ
る
。
書
き
下
し
も
「
渓
（
た
に
）
に
縁
（
そ
）
ひ
て
」
「
魏
晋
に
論
無
し
」
な
ど
と
読
む
教
科
書
が
あ

る
。
お
使
い
の
教
科
書
に
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
　
※
こ
の
後＝

村
を
出
た
漁
師
は
帰
り
道
に
目
印
を
つ
け
、
太
守
（
郡
の
長
官
）
に
知
ら
せ
た
。
太
守
の
使
い
は
迷
っ
て
道
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、
南
陽
の
劉
子

驥
も
訪
ね
よ
う
と
し
て
果
た
せ
な
い
ま
ま
病
死
し
、
そ
の
後
は
道
を
た
ず
ね
る
者
も
い
な
く
な
っ
た
。
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桃花源記

Ａ
　
語
句
の
意
味
と
読
み
（
1
〜
7
）

（
1
）
②
「
之
（
こ
れ
）
を
異
（
あ
や
）
し
む
」
の
「
異
し
む
」
の
意
味
を
書
け
。

（
2
）
④
「
便
（
す
な
は
）
ち
船
（
ふ
ね
）
を
舎
（
す
）
て
」
の
「
舎
て
」
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
の
平
仮
名
で
書
き
、
意
味
も
書
け
。

（
3
）
⑥
「
豁
然
（
く
わ
つ
ぜ
ん
）
と
し
て
開
朗
（
か
い
ら
う
）
な
り
」
の
意
味
を
書
け
。

（
4
）
⑦
「
黄
髪
（
く
わ
う
は
つ
）
垂
髫
（
す
い
て
う
）
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
々
の
こ
と
か
。

（
5
）
⑧
「
並
（
な
ら
）
び
に
怡
然
（
い
ぜ
ん
）
と
し
て
自
（
み
づ
か
）
ら
楽
（
た
の
）
し
む
」
の
「
怡
然
と
し
て
」
の
意
味
を
書
け
。

（
6
）
⑩
「
便
（
す
な
は
）
ち
要
（
む
か
）
へ
て
家
（
い
へ
）
に
還
（
か
へ
）
り
」
の
「
要
へ
て
」
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
の
平
仮
名
で
書
き
、
意
味
も
書
け
。

（
7
）
⑪
「
先
世
（
せ
ん
せ
い
）
秦
（
し
ん
）
の
時
の
乱
を
避
（
さ
）
け
」
の
「
先
世
」
の
意
味
を
書
け
。

Ｂ
　
句
法
（
8
〜
13
）

（
8
）
③
「
其
（
そ
）
の
林
（
は
や
し
）
を
窮
（
き
は
）
め
ん
と
欲
（
ほ
つ
）
す
」
の
「
〜
ん
と
欲
す
」
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
表
す
か
。
こ
の
部
分
の
訳
も
あ
わ
せ
て
書
け
。

（
9
）
④
「
便
（
す
な
は
）
ち
船
（
ふ
ね
）
を
舎
（
す
）
て
」
の
「
便
ち
」
の
意
味
を
書
け
。

（
10
）
⑤
「
纔
（
わ
づ
）
か
に
人
（
ひ
と
）
を
通
（
つ
う
）
ず
る
の
み
」
の
「
纔
か
に
〜
の
み
」
は
、
何
と
い
う
句
法
か
。
訳
も
あ
わ
せ
て
書
け
。

（
11
）
⑬
「
乃
（
す
な
は
）
ち
漢
（
か
ん
）
有
る
を
知
ら
ず
」
の
「
乃
ち
」
は
、
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。

（
12
）
⑭
「
魏
晋
（
ぎ
し
ん
）
を
論
（
ろ
ん
）
ず
る
無
（
な
）
し
」
の
「
論
ず
る
無
し
（
無
論
）
」
の
意
味
を
書
け
。

（

13

）

⑮

「

外

人

（

ぐ

わ

い

じ

ん

）

の

為

（

た

め

）

に

道

（

い

）

ふ

に

足

（

た

）

ら

ざ

る

な

り

」

の

「

〜

に

足

ら

ず

」

は

、

ど

の

よ

う

な

意

味

を

表

す

か

。
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桃花源記

Ｃ
　
主
語
・
指
す
内
容
（
14
〜
17
）

（
14
）
②
「
之
（
こ
れ
）
を
異
（
あ
や
）
し
む
」
の
「
之
」
は
、
何
を
指
す
か
。

（
15
）
⑨
「
具
（
つ
ぶ
さ
）
に
之
（
こ
れ
）
に
答
（
こ
た
）
ふ
」
の
主
語
は
誰
か
。
ま
た
「
之
」
は
何
を
指
す
か
。

（
16
）
⑩
「
便
（
す
な
は
）
ち
要
（
む
か
）
へ
て
家
（
い
へ
）
に
還
（
か
へ
）
り
」
で
、
招
い
た
人
と
、
招
か
れ
た
人
は
そ
れ
ぞ
れ
誰
か
。

（

17

）

⑫

「

今

（

い

ま

）

は

是

（

こ

）

れ

何

（

い

づ

）

れ

の

世

（

よ

）

な

る

か

と

問

（

と

）

ふ

」

で

、

た

ず

ね

た

の

は

誰

か

。

ま

た

、

誰

に

た

ず

ね

た

の

か

。

Ｄ
　
口
語
訳
（
18
〜
21
）

（
18
）
①
を
含
む
「
渓
に
縁
り
て
行
き
、
路
の
遠
近
を
忘
る
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
19
）
⑦
⑧
を
含
む
「
黄
髪
垂
髫
、
並
び
に
怡
然
と
し
て
自
ら
楽
し
む
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
20
）
⑬
⑭
を
含
む
「
乃
ち
漢
有
る
を
知
ら
ず
、
魏
晋
を
論
ず
る
無
し
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
21
）
⑮
を
含
む
「
外
人
の
為
に
道
ふ
に
足
ら
ざ
る
な
り
」
を
口
語
訳
せ
よ
。
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桃花源記

Ｅ
　
内
容
・
記
述
（
22
〜
25
）

（
22
）
⑥
「
豁
然
（
く
わ
つ
ぜ
ん
）
と
し
て
開
朗
（
か
い
ら
う
）
な
り
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
変
化
か
。
直
前
の
「
初
め
は
極
め
て
狭
く
」
と
対
比
し
て
説
明
せ
よ
。

（
23
）
「
土
地
は
平
曠
に
し
て
」
か
ら
⑦
⑧
の
「
自
ら
楽
し
む
」
ま
で
の
部
分
で
、
こ
の
村
は
ど
の
よ
う
な
所
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
。
四
十
字
以
内
で
書
け
。

（
24
）
⑪
「
先
世
（
せ
ん
せ
い
）
秦
（
し
ん
）
の
時
の
乱
を
避
（
さ
）
け
」
と
あ
る
が
、
村
の
人
々
が
⑬
の
よ
う
に
漢
の
王
朝
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
説
明
せ
よ
。

（
25
）
⑮
「
外
人
（
ぐ
わ
い
じ
ん
）
の
為
（
た
め
）
に
道
（
い
）
ふ
に
足
（
た
）
ら
ざ
る
な
り
」
と
言
っ
た
村
の
人
は
、
漁
師
に
ど
う
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
説
明
せ
よ
。

Ｆ
　
文
学
史
・
故
事
（
26
〜
28
）

（
26
）
⑧
の
よ
う
に
人
々
が
な
ご
や
か
に
暮
ら
す
こ
の
村
の
話
か
ら
生
ま
れ
た
、
「
俗
世
間
を
離
れ
た
、
争
い
の
な
い
平
和
な
理
想
の
地
」
を
表
す
、
「
郷
」
の
字
で
終
わ
る
三
字
の
語
を

書
け
。

（
27

）
こ
の
文
章
の
作
者
陶
淵
明
（
と
う
え
ん
め
い
）
は
、
ど
の
王
朝
の
時
代
の
人
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
詩
を
つ
く
っ
た
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
か
。

（
28
）
陶
淵
明
が
、
彭
沢
（
ほ
う
た
く
）
の
県
令
（
県
の
長
官
）
を
や
め
て
故
郷
の
田
園
へ
帰
る
と
き
の
思
い
を
つ
づ
り
、
「
帰
り
な
ん
い
ざ
」
の
書
き
出
し
で
知
ら
れ
る
作
品
の
名
を

書
け
。

【テスト直前チェック】この三つ　❶「無論」は「言うまでもない」。「乃ち漢有るを知らず、魏晋を論ずる無し」＝「なんと漢があったことさ

え知らず、まして魏・晋は言うまでもない」。今の中国語の「〜にかかわらず」とまちがえない。　❷「黄髪垂髫」＝老人と子ども。黄ばんだ白

髪の老人と、髪をたらした子ども。「並びに怡然として自ら楽しむ」とセットで、村の平和なくらしを表す。　❸「外人の為に道ふに足らざるな

り」は遠回しの口止め。「外の世界の人に話すほどのことではない」＝「話さないでほしい」。記述問題の答えは、この気持ちと「秦の乱を避け

て外とへだたった」村の由来に集まります。
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▶ 漢文の参考書のおすすめ（楽天・Amazonのリンクつき）　kotennosennsei.com/kanbun-sankousho/ ▶ 解説記事にもどる
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